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こ
の
事
か
ら
、
日
本

人
の
主
食
は
、
米
か
ら

小
麦
製
品
（
麺
類
、
パ

ン
食
）
に
加
速
さ
れ
て

い
る
と
見
ら
れ
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
等
の
小
売
現

場
を
見
て
も
大
盛
パ
ス

タ
弁
当
が
格
安
で
す
。

　

又
、
家
庭
内
食
の

増
加
は
、
家
計
に
も

顕
著
に
表
れ
、
低
価

格
指
向
に
な
り
、
高
価

格
の
国
産
米
が
敬
遠
さ

れ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ニ
ュ
ー

ス
で
ご
紹
介
し
た
様

に
、
米
国
産
カ
ル
ロ
ー

ズ
１
２
０
０
円
／
５
㎏

が
、
極
め
て
好
調
な
売

行
き
！ 
と
仄
聞
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
も
カ
ル
ロ
ー
ズ

の
食
味
は
、
現
在
の
消

費
者
好
み
の
粒
感
も
あ

り
、
食
味
も
国
産
銘
柄

比
９
％
増
加
し
、
一
時

的
に
店
頭
に
「
米
が
無

い
」
現
象
が
起
き
ま
し

た
。
し
か
し
４
月
～
５

月
の
米
総
需
要
量
は
前

年
同
月
比
24
％
も
減
少

し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
学
校
給

食
は
無
く
な
り
、
テ
レ

ワ
ー
ク
で
「
巣
ご
も
り

状
態
」
の
中
、
家
庭
内

食
が
増
加
す
る
筈
で
す

が
、
外
食
・
中
食
・
内

食
の
米
総
需
要
量
は
大

き
く
減
少
し
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
で

世
界
の
穀
物
相
場
も
低

迷
し
、
小
麦
の
国
際
相

場
も
下
落
し
、
輸
入
小

麦
も
安
値
と
な
り
、
更

に
日
米
交
渉
の
結
果
、

小
麦
の
マ
ー
ク
ア
ッ
プ

（
輸
入
差
益
）
は
45
％

も
安
値
と
な
り
ま
し

た
。
Ｅ
Ｕ
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ

交
渉
で
パ
ス
タ
は
、
無

関
税
に
な
り
ま
す
。
一

方
、
国
産
米
の
高
値
政

策
で
生
産
者
の
概
算
金

は
50
％
／
５
年
間
ｕ
ｐ

し
、
そ
の
財
源
と
し
て

消
費
者
が
購
入
す
る
相

対
取
引
価
格
は
35
～

46
％
／
５
年
間
ｕ
ｐ
し

ま
し
た
。
当
然
、
消
費

者
の
購
入
価
格
に
も
顕

著
に
表
れ
、
パ
ス
タ

は
、
ご
は
ん
価
格
の

１
／
３
値
。
更
に
、
無

関
税
で
１
／
４
値
に
な

る
予
想
で
、
食
パ
ン
も

78
円
／
１
斤
の
店
頭
価

格
と
な
り
ま
し
た
。

っ
て
い
ま
す
。

　

行
政
の
補
助
金
は
、

売
上
５
割
減
で
な
い
と

事
業
持
続
化
給
付
金
を

得
ら
れ
ず
、
対
象
と
な

る
の
は
、
当
協
会
メ
ン

バ
ー
で
は
数
社
に
し
か

過
ぎ
ま
せ
ん
。
食
品
供

給
責
任
を
求
め
ら
れ
、

責
任
を
果
た
し
て
き
た

ほ
と
ん
ど
の
メ
ン
バ
ー

は
対
象
外
で
す
。
行
政

に
対
し
て
は
、
こ
の
よ

う
な
状
況
に
ご
理
解
を

頂
き
、
今
後
の
配
慮
を

望
み
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
米
事
情

へ
の
影
響
を
中
食
現
場

か
ら
捉
え
た
変
化
を
見

て
み
ま
し
た
。

　

ご
承
知
の
様
に
、
外

食
産
業
の
米
使
用
量

は
、
８
割
～
９
割
も
の

大
幅
な
減
少
と
な
り
ま

し
た
。
中
食
業
界
で

は
、
１
割
～
２
割
の
減

少
と
見
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
の
使
用
量
減
は
、

家
庭
内
食
増
加
へ
と
繋

が
り
、
農
水
省
が
毎
月

公
表
す
る
「
相
対
取
引

価
格
と
数
量
の
調
査
」

で
も
２
月
～
３
月
の
総

需
要
量
は
、
前
年
同
月

負
け
組
」
の
文
言
が

使
わ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
、「
競

争
よ
り
協
調
」「
共
に

歩
み
、
共
に
生
き
て
、

共
に
栄
え
る
」
を
目
指

さ
な
く
て
は
な
ら
な
い

時
代
を
迎
え
た
と
い
え

ま
す
。

　

今
回
、
正
会
員
の
皆

様
に
、
３
・
４
・
５
月
の

売
上
炊
飯
量
の
前
年
対

比
の
デ
ー
タ
提
供
の
お

願
い
を
し
ま
し
た
。（
※

３
面
参
照
）
納
入
先
が

学
校
給
食
・
外
食
・
イ

ベ
ン
ト
関
連
は
ほ
ぼ
ゼ

ロ
の
状
況
で
、
全
体
と

し
て
は
、
２
割
程
度
の

落
込
み
で
し
た
。
ま
た
、

炊
飯
の
主
原
料
で
あ
る

米
価
は
、
あ
ろ
う
こ
と

に
５
年
連
続
の
高
騰

で
、
す
で
に
経
営
は
存

続
の
危
機
を
迎
え
た
と

も
い
え
る
厳
し
い
状
況

で
す
。
我
々
の
よ
う
な

業
界
の
利
益
率
は
３
％

程
度
で
あ
り
、
多
く
が

赤
字
の
経
営
状
態
と
な

た
。
し
か
し
な
が
ら
、

感
染
は
抑
え
込
ま
れ
た

わ
け
で
は
な
く
、
世
界

で
は
感
染
拡
大
は
続
い

て
い
ま
す
。

　

現
在
の
社
会
生
活

は
、
交
通
網
の
発
達
に

よ
り
世
界
と
の
交
流
の

中
で
成
り
立
っ
て
お

り
、
従
来
の
生
活
を
取

り
戻
す
に
は
、
世
界
中

で
感
染
拡
大
の
抑
え
込

み
が
必
要
で
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で

は
、「
Ｗ
ｉ
ｎ
Ｗ
ｉ
ｎ

の
関
係
」、「
勝
ち
組
・

　

今
年
に
入
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
を
受

け
、
会
員
の
皆
様
、
ご

家
族
含
め
大
変
な
ご
苦

労
、
ご
対
応
を
さ
れ
た

こ
と
と
存
じ
ま
す
。
感

染
は
全
世
界
中
に
広
が

り
ま
し
が
、
日
本
で
は

緊
急
事
態
宣
言
が
発

出
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
全
国
で
自
粛
生
活

が
守
ら
れ
、
感
染
拡
大

の
勢
い
は
あ
る
程
度
収

ま
り
、
社
会
活
動
も
少

し
ず
つ
再
開
さ
れ
ま
し
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公
益
社
団
法
人
日
本
炊
飯
協
会
は
６
月
23
日
（
火
）、
東
京
都
中
央
区
銀
座
の
コ
ー
ト
ヤ
ー
ド
・
マ

リ
オ
ッ
ト
銀
座
東
武
ホ
テ
ル
で
令
和
２
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
避
け
る
た
め
に
、
本
年
度
の
通
常
総
会
で
は
、
懇
親
会
を
中
止

と
致
し
ま
し
た
。

会
長
挨
拶

坂
田
文
男

公
益
社
団
法
人
　
日
本
炊
飯
協
会
会
長

米
と
同
等
で
、
価
格
は

国
産
銘
柄
米
の
半
値
以

下
で
す
。

　

ま
た
、
小
麦
と
同
等

の
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
と
す

れ
ば
、
更
に
低
価
格

（
ご
飯
の
価
格
の
１
／

４
以
下
）
で
提
供
出
来

ま
す
。

　

我
々
、
食
品
業
者
は

常
に
消
費
者
に
目
を
向

け
、
お
客
様
が
満
足
す

る
「
美
味
し
く
て
安
全

で
格
安
な
求
め
や
す
い

商
品
」
を
供
給
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。

　

①
政
府
は
高
米
価
政

策
を
早
急
に
転
換
し
な

い
と
「
日
本
人
の
主
食

は
米
か
ら
小
麦
製
品
へ

の
誘
導
が
加
速
し
、
コ

メ
離
れ
が
一
層
進
み
ま

す
」。

　

米
を
主
食
と
し
て
い

る
国
で
は
最
も
高
値
な

国
産
米
か
ら
の
脱
却
！

の
潮
目
の
変
化
の
中
、

供
給
先
（
売
り
方
）
や

行
政
（
御
三
家
等
）
圧

力
を
気
に
す
る
こ
と
な

く
、
消
費
者
志
向
の
基

本
戦
略
に
徹
し
た
企
業

活
動
を
積
極
的
に
推
し

進
め
な
け
れ
ば
、
中
食

産
業
（
特
に
米
飯
事
業
）

は
、
コ
ロ
ナ
禍
は
乗
り

切
れ
な
い
！
と 

確
信
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
高
値
の
国
産

銘
柄
米
を
否
定
す
る
の

で
な
く
、
低
価
格
の
輸

入
米
も
店
頭
に
並
べ
、

消
費
者
に
も
選
択
が
出

来
る
チ
ャ
ン
ス
を
作
る

べ
き
で
、
現
状
の
高
値

の
国
産
米
し
か
選
択
出

来
な
い
市
場
は
歪
な
事

態
で
あ
る
と
懸
念
致
し

ま
す
。

　

多
様
な
多
彩
な
米
市

場
が
あ
る
の
に
、
一
律
、

一
様
な
現
状
の
供
給
か

ら
脱
却
出
来
な
け
れ
ば

需
要
量
の
減
少
は
当
然

の
帰
依
と
思
わ
れ
ま

す
。×

　
　
×
　
　
×

　

昨
年
末
に
発
生
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
で
世
界
中

が
混
乱
し
て
お
り
収
束

の
目
途
は
依
然
立
っ
て

い
な
い
。
諸
般
の
事
情

を
考
慮
し
今
回
は
総
会

後
の
懇
親
会
は
開
催
せ

ず
、
マ
ス
ク
着
用
・
手

指
消
毒
の
徹
底
、
３
密

（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）

の
回
避
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保

な
ど
感
染
防
止
対
策
を

講
じ
た
上
で
協
会
役
員

並
び
に
正
会
員
・
賛
助

会
員
が
出
席
し
て
総
会

を
開
催
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
今

年
２
月
に
本
会
元
会
長

の
川
島
弘
士
氏
（
前
㈱

川
島
屋
代
表
取
締
役
社

長
）
が
逝
去
さ
れ
た
こ

と
か
ら
哀
悼
の
意
を
捧

げ
出
席
者
全
員
で
黙
祷

し
た
。
続
い
て
、
当
協

会
理
事
を
務
め
る
山
東

昭
子
参
議
院
議
長
が
登

壇
し
挨
拶
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
食
を
守
る

こ
と
の
重
要
性
を
実
感

原
点
に
返
り
業
界
発
展

へ
共
に
尽
力

当
協
会
理
事

　

山
東
昭
子
氏

　
「
今
年
は
本
当
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

い
う
思
い
が
け
な
い
形

で
皆
様
方
の
生
活
が
一

変
さ
れ
た
と
思
う
。（
緊

急
事
態
宣
言
の
発
出
に

よ
っ
て
外
出
自
粛
と
な

り
）
中
食
事
業
者
、
学

校
給
食
事
業
者
な
ど
あ

ら
ゆ
る
場
面
で
影
響

が
大
き
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
、
と
拝
察
し
て

い
ま
す
。
私
自
身
も
来

日
し
た
外
国
要
人
と
の

面
会
、
或
い
は
諸
外
国

を
訪
問
し
外
交
す
る
と

い
う
こ
と
も
無
く
な
り

ま
し
た
が
、
そ
う
し
た

中
で
皆
が
原
点
に
返
っ

て
『
食
を
守
る
』
こ
と

が
如
何
に
大
事
か
、
を

改
め
て
実
感
し
て
お
り

ま
す
。
当
協
会
の
果
た

す
役
割
も
大
き
く
、
会

長
は
じ
め
皆
様
方
が
尚

一
層
色
々
な
角
度
か
ら

知
恵
を
出
し
て
良
い
方

向
に
向
い
て
い
く
よ
う

に
共
に
頑
張
っ
て
参
り

た
い
。
こ
れ
か
ら
も
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
」。

令
和
２
年
度
通
常
総
会
を
開
催

山
東
昭
子
氏
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カ
ル
ロ
ー
ズ
米
の
食
味

は
向
上

外
国
産
米
に
も
抵
抗
な
く

若
い
人
の
嗜
好
が
変
化

�

副
会
長

（
㈱
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ア
代
表
取
締
役
社
長
）

千
田
法
久
氏

　
「
今
、
福
田
顧
問
か

ら
カ
ル
ロ
ー
ズ
米
の
説

明
が
あ
っ
た
が
新
之
助

よ
り
美
味
し
い
と
い
う

の
は
言
い
過
ぎ
だ
と
お

も
う
が
、
福
田
顧
問
は

い
た
く
カ
ル
ロ
ー
ズ
米

を
お
気
に
入
り
に
な
っ

た
よ
う
で
す
ぐ
問
合
せ

い
た
だ
い
た
。
カ
ル
ロ

ー
ズ
米
は
回
転
が
速
い

の
で
品
質
が
向
上
し
て

い
る
面
も
あ
る
。
ま
た
、

在
留
者
に
外
国
人
が
増

え
、
若
者
の
嗜
好
も
変

わ
っ
て
き
て
お
り
外
国

産
米
へ
の
抵
抗
が
無
く

な
っ
て
い
る
こ
と
も
確

か
だ
。
国
産
米
、
外
国

産
米
と
い
う
線
引
き
を

せ
ず
、
ど
う
い
う
も
の

が
売
れ
る
か
反
応
を
み

る
と
い
う
の
も
こ
れ
か

ら
重
要
な
こ
と
だ
。
是

非
と
も
興
味
が
あ
れ
ば

何
で
も
ご
相
談
い
た
だ

き
た
い
。」

　

総
会
で
は
、
定
款

に
基
づ
き
、
坂
田
文

男
会
長
が
議
長
を
務

め
、
２
０
１
９
（
令
和

元
）
年
度
事
業
報
告
、

２
０
１
９
（
令
和
元
）

年
度
収
支
決
算
報
告

《
会
計
監
査
報
告
》、
一

部
理
事
の
選
任
が
行
わ

れ
、
満
場
一
致
で
全
議

事
が
承
認
さ
れ
た
。
理

事
選
任
の
結
果
、
新
た

な
理
事
と
し
て
齋
藤
壽

保
氏
（
㈱
銀
し
ゃ
り
代

表
取
締
役
社
長
）、
木

村
良
氏
（
全
国
米
穀
販

売
事
業
共
済
協
同
組
合

理
事
長
）
を
そ
れ
ぞ
れ

選
任
し
た
。

【
新
任
理
事
挨
拶
】

業
界
発
展
に
微
力
な
が

ら
努
力

　

�

理
事

（
㈱
銀
し
ゃ
り
代
表
取
締
役
社
長
）

齋
藤
壽
保
氏

　
「
当
社
は
昭
和
48
年

よ
り
炊
飯
業
を
開
始
し
、

創
業
当
時
よ
り
旨
い
米

を
炊
く
こ
と
を
目
指
し

て
き
た
。
大
変
な
重
責

だ
が
、
業
界
発
展
の
た

め
微
力
な
が
ら
一
生
懸

命
努
め
て
い
き
た
い
」

米
卸
と
し
て
共
に
業
界

発
展
に
協
力

　

�

外
部
理
事

（
全
国
米
穀
販
売
事
業
共
済
協
同
組
合
理
事
長
）

木
村　

良
氏

　
「
コ
メ
卸
で
あ
る
全

米
販
が
賛
助
会
員
と
な

り
、
理
事
に
選
任
さ
れ

た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で

の
活
動
が
少
し
認
め
ら

れ
た
と
受
け
止
め
て
い

る
。
昔
か
ら
福
田
顧
問

に
大
変
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
、
コ
メ
業
界
、

食
品
業
界
の
発
展
の
た

め
共
に
協
力
し
て
い
き

た
い
。」

　

今
年
度
は
新
た
な
正

会
員
と
し
て
藤
本
ラ

イ
ス
デ
リ
カ
株
式
会

社
（
埼
玉
県
）、
有
限

会
社
宮
渕
商
店
（
神
奈

川
県
）、
株
式
会
社
マ

ル
キ
ョ
ウ
（
福
岡
県
）、

新
た
な
賛
助
会
員
と
し

て
全
国
米
穀
販
売
事
業

共
済
協
同
組
合
が
加
入

し
、
令
和
２
年
４
月
２

日
現
在
で
正
会
員
数
71

社
・
賛
助
会
員
26
社
と

な
っ
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、

炊
飯
業
界
を
取
り
巻
く

状
況
を
含
め
て
会
長
が

挨
拶
（
１
面
に
掲
載
）。

　

今
年
６
月
よ
り
食
品

衛
生
法
が
改
正
さ
れ
、

原
則
す
べ
て
の
事
業
者

に
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ

た
衛
生
管
理
を
制
度

化
、【
営
業
届
出
制
度
】

の
創
設
、【
営
業
許
可

制
度
】
の
見
直
し
、【
食

品
の
リ
コ
ー
ル
情
報
の

行
政
へ
の
報
告
】
を
義

務
化
、
特
定
成
分
等
を

含
む
食
品
の
【
健
康
被

害
情
報
の
届
出
】
を
義

務
化
、
食
品
容
器
具
・

容
器
包
装
に
【
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
】
を

導
入
、【
輸
出
入
食
品

の
安
全
証
明
の
充
実
】

な
ど
が
改
正
項
目
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
渋
川
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
審
査
委
員
が

会
員
に
向
け
て
改
正
食

品
衛
生
法
の
概
要
を
説

明
し
た
。（
※
４
面
参

照
）

　

福
田
耕
作
理
事
・
顧

問
に
よ
る
米
国
産
カ
ル

ロ
ー
ズ
米
の
現
状
報
告

が
行
わ
れ
、
米
情
勢
を

含
む
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。

【
意
見
交
換
】

カ
ル
ロ
ー
ズ
米
の
食
味

が
劇
的
に
向
上　

こ
ど
も
食
堂
で
大
変
好

評
　

�

理
事
・
顧
問福

田
耕
作
氏

　
「
個
人
の
感
想
と
し

て
カ
ル
ロ
ー
ズ
米
を
食

べ
た
際
の
感
想
を
含
め

意
見
を
述
べ
た
い
。
米

国
産
カ
ル
ロ
ー
ズ
米
は

数
年
前
よ
り
国
産
米
と

同
等
、
そ
れ
以
上
の
食

味
で
あ
る
と
の
高
い
評

価
が
あ
る
。
国
内
の
事

業
者
と
し
て
は
国
産
米

を
使
用
し
た
い
と
い
う

気
持
ち
も
あ
る
が
、
昨

今
の
国
産
銘
柄
米
は
高

騰
し
て
お
り
、
中
米
が

木
村
　
良
氏

福
田
耕
作
氏

不
足
し
て
い
る
こ
の
状

況
下
で
は
、
外
国
産
米

の
使
用
も
検
討
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
先
日
、
カ

ル
ロ
ー
ズ
米
を
個
人
で

購
入
し
炊
飯
し
て
食
べ

た
感
想
だ
が
、
ま
ず
カ

ル
ロ
ー
ズ
米
は
国
産
銘

柄
米
と
比
べ
非
常
に
安

価
で
あ
り
、
食
味
も
国

産
銘
柄
米
と
同
等
、
い

や
そ
れ
以
上
に
美
味
し

い
、
と
思
え
る
ほ
ど

品
質
が
向
上
し
て
い

る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

行
っ
て
い
る
地
域
の
こ

ど
も
食
堂
で
も
試
験
的

に
利
用
者
の
親
子
向
け

に
カ
ル
ロ
ー
ズ
米
を
炊

い
て
提
供
し
た
が
「
い

つ
も
の
お
米
よ
り
美
味

し
い
」
と
と
て
も
好
評

だ
っ
た
。
個
人
的
に
は

新
之
助
よ
り
美
味
い
と

思
う
。
国
産
米
は
５
年

連
続
で
米
価
が
高
騰
し

て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で

は
国
産
米
の
消
費
量
が

益
々
減
少
す
る
。
米
消

費
拡
大
に
向
け
知
恵
を

絞
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
。」

千
田
法
久
氏

齋
藤
壽
保
氏
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2019 年度事業報告 公益社団法人日本炊飯協会

≪各事業報告≫
1． HACCP 手法支援法の高度化計画認定及び HACCP 認定事業
   　 2019 年度の HACCP 高度化計画認定は、６社【（米飯加工品）： ベイクックコーポレーション㈱、

㈱イクタツ、㈱しゃり一、（新工場炊飯）：㈱銀しゃり、（新規炊飯）：滋賀米飯㈱、㈱米福】となった。
2．HACCP 更新認定
   　  HACCP の更新監査を 69 件実施し全て HACCP 審査委員会で承認を得て認定を更新した。
3．米飯品位格付認定事業 < ごはんランキング >
　　 認定テストは、　2019 年 6 月 14 日　8 工場　8 検体、2019 年 10 月 14 日　8 工場　8 検体、

2020 年 2 月 20 日　9 工場　9 検体。食味官能検査は㈱ミツハシ、精米分析は㈱川島屋の協力を
得て、年間 3 回実施し、延べ　25 工場が参加した。

4．食品衛生推進事業（斡旋物資）
   　 取扱品目は変わらないが、前年より少し少ない扱いとなった。
5．研修指導事業
   　  ベイクックコーポレーション㈱、㈱銀しゃり、㈱しゃり一、滋賀米飯㈱、㈱イクタツ、㈱どんどん

ライス、㈱味宝彩の 7 社に事前アドバイスを行なった。また年１回の更新監査で HACCP 審査員
が 69 の、工場を訪問した際、衛生管理向上のため一般的衛生管理を中心とした、指導助言を行った。

6．ごはんソムリエ認定事業
   　 第 15 回の「ごはんソムリエ認定試験」を令和 1 年 10 月 23、24 日に開催し 156 名の応募を受け

付けた。炊飯協会会員の他、農業者、米穀店、学生、行政機関等、35 の都道府県及び韓国から参
加があり、今回も応募は多彩な顔ぶれとなった。第 15 回の合格者を含め、ごはんソムリエ認定者
は 1,715 名となった。

7．広聴広報事業
   　 ① ｢ごはんでサポートキャンペーン｣ は、昨年と同様イベント件数を先着 100 件、ごはん量上限

100㎏として、会員 10 社の協力を得て実施した。実施イベント 119 件、参加者 5 万 5 千人、
ごはん使用量 6,553kg となった。

   　② 『ごはんタイムス』を、7 月・11 月・3 月の 3 回発行し、会員に配布すると共に、会員外約
350 の炊飯業者、ごはんソムリエ認定者、図書館 41 に贈呈配布した。

   　③ 「斡旋物資価格改訂の案内」「食品表示基準における栄養成分表示」「政府米買入ルール変更」「新
型コロナウイルス感染症への対応」等解説を加えた通知文書を作成し各会員に配布した。また食
品業界関連の記事を情報ファイルとしてまとめ、毎月１回会員へ発送した。

8．会員の入会
   　 2019 年度の入会は、正会員 3 社【（株）米福、( 有 ) 宮渕商店、（株）マルキョウ】、賛助会員 1 社【住

商フーズ ( 株 )】
   　 令和 2 年 3 月末現在、正会員 73 社・賛助会員 25 社となった。
9．国産米使用推進団体協議会
　　2019 年度は、引き続き米価格形成の透明等を大きなテーマとして取組んだ。
　　　 加盟団体：（公社）日本べんとう振興協会、（公社）日本炊飯協会、( 一社 ) 日本惣菜協会、( 一社 )

日本弁当サービス協会、全国米穀工業協同組合、㈱加工用米取引センター、特別顧問 ( 役員 ) 髙
木勇樹氏 ( 元農水省事務次官 ) 



（ 3） 第 73 号2 0 2 0 年（令和２年）７月 15 日（水曜日）　ごはんタイムス
　
当
協
会
で
は
、
年
度
終
了
時
に
年
間
炊
飯
量
調
査
（
業
態
別
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
度
合
い
を
調
べ
る
た
め
、
当
年
と
前
年
の

3
、
4
、
5
月
の
月
別
の
炊
飯
量
を
調
査
し
ま
し
た
の
で
、
報
告
い
た
し
ま
す
。
月
別
の
調
査
は
、
国
内
の

正
会
員
69
社
の
う
ち
、
45
社
か
ら
得
た
デ
ー
タ
を
集
計
し
た
結
果
で
す
。

▪️
考
察

・�

5
月
に
入
っ
て
も
全

体
で
は
、
2
割
以
上

前
年
対
比
で
減
少
が

続
い
て
い
る
が
、
学

校
給
食
を
除
く
と

17
％
減
と
な
り
わ
ず

か
だ
が
改
善
に
向
か

っ
て
い
る
。

・�

業
態
別
で
は
、
ス
ー

パ
ー
が
5
月
に
入
り

前
月
比
5
％
ア
ッ
プ

し
た
が
、
ま
だ
前
年

同
月
比
9
％
減
で
あ

る
。

・�

飲
食
店
は
5
月
に
入

り
や
は
り
改
善
は
み

ら
れ
る
も
の
の
50
％

を
切
っ
て
お
り
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い

る
。

・�

旅
館
は
、
減
少
傾
向

が
続
い
て
お
り
、
し

か
も
依
然
と
し
て
前

年
同
月
比
20
％
以
下

で
、
先
は
見
通
せ
て

い
な
い
。

・�

学
校
給
食
は
、
5
月

で
前
年
同
月
比
10
％

だ
が
、
改
善
に
は
地

域
差
が
見
ら
れ
る
も

の
の
、
今
後
改
善
の

動
き
が
見
ら
れ
る
。

・�

会
員
の
経
営
は
、
既

に
米
価
5
年
連
続

高
騰
、
原
価
ア
ッ

プ
、
人
件
費
・
運
賃

の
ア
ッ
プ
等
で
、
極

め
て
厳
し
い
状
況
に

あ
る
。
炊
飯
業
界
の

利
益
率
は
3
％
程
度

で
あ
る
こ
と
か
ら
前

年
比
売
上
約
2
割
減

と
な
る
と
赤
字
転
落

は
必
須
で
、
こ
の
状

況
が
長
引
け
ば
企
業

存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る

危
機
的
状
況
と
言
え

る
。

・�

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で

も
食
品
業
界
は
、
事

3 月度 4 月度 5 月度

合計 学校給食
除く 合計 学校給食

除く 合計 学校給食
除く

2019 年 10,612 10,130 10,546 9,955 10,289 9,623

2020 年 9,259 9,235 8,088 8,013 8,046 7,982

前年比 87% 91% 77% 80% 78% 83%

飲食店① 旅館等② 学校給食 食料品
販売店③

自社使用
④ 合計 学校給食

除く

3 月 63% 63% 5% 94% 99% 87% 91%

4 月 40% 19% 13% 86% 89% 77% 80%

5 月 46% 17% 10% 91% 87% 78% 83%

全体炊飯数量 （単位：t）　　　前年同月比較（2020 年／ 2019 年　単位：％）　  

納入先業態別炊飯数量　前年同月比較　（2020 年／ 2019 年　単位：％）

【項目の説明】
① 飲食店とは　食堂、レストラン、そば・うどん店、寿司屋、料亭等をいう。
② 旅館とは　　旅館、ホテル、民宿、独身寮、社員食堂等をいう。
③ 食料品販売店とは　百貨店、スーパー、コンビニ、弁当、おにぎり販売店等をいう。
④ 自社使用とは　二次加工品（弁当・おにぎり等）に使用した炊飯米量をいう。

（
公
社
）
日
本
炊
飯
協
会
会
員
の
売
上
数
量
調
査
結
果
の
報
告

公
益
社
団
法
人
日
本
炊
飯
協
会
　
事
務
局

飲食店
9.2%

その他
2.3%

 

 

飲食店
旅館等
学校給食
食料品販売店
自社使用
その他  

食料品販売店
54.2%

自社使用
27.5%

旅館等
3.4%
学校給食
5.7%

1んはご／023@りおと年例、は高上売 ※
㎏として計算している。

総生産量　　182.0（千トン）
［前年度総生産量］　189.0（千トン）

売　上　高　　　 582（億円）
前年比　　　　　　　 96.0％

精米使用量　   82（千トン）

出荷先比率

令和元年度（１月～12月）会員炊飯量調査報告書

業
継
続
が
求
め
ら
れ

て
い
た
が
、
補
助
金

が
支
払
わ
れ
る
対
象

と
な
る
の
は
、
納
入

先
が
学
校
給
食
、
飲

食
店
、
旅
館
等
の
み

に
納
め
て
い
る
ケ

ー
ス
の
数
社
に
留
ま

る
。
9
割
以
上
の
会

員
は
、
幅
広
い
業
態

に
納
入
し
て
お
り
、

補
助
金
の
対
象
に
は

入
っ
て
こ
な
い
の
が

実
情
で
あ
る
と
、
行

政
に
は
認
識
し
て
頂

き
度
と
考
え
る
。

公益社団法人 日本炊飯協会　県別会員一覧表
公益社団法人 日本炊飯協会　県別会員一覧表

1.正会員（７１社） 令和2年6月23日
北海道 札幌市 （株）ふか河 中　部 長野県 ベイクックコーポレーション（株）

釧路市 釧路学校給食パン工業（協組） （有）炊飯センター柳澤

旭川市 道央食糧供給(株) 岐阜県 （株）ながもり炊飯センター

東　北 青森県 三八五フーズ（株） （株）デリカスイト

宮城県 ボン・リー宮城（株） 静岡県 （株)　遠州米穀

（株）JA加美よつばラドファ （株)　マルヨ

（株）パールライス宮城 愛知県 JAあいち経済連

山形県 （株）サンコー食品 (株）エザカ

（株）ベストフーズ （株）米常

福島県 （株）東邦フードサービス (株）ヰセキ関西中部

関　東 茨城県 （株）オーシャンフーズ （株）名古屋食糧

群馬県 マック食品（株）

（株）新川屋 近　畿 滋賀県 滋賀米飯（株）

(株）わびすけ 京都府 （株）煌

埼玉県 藤本ライスデリカ（株） 三彩食品（有）

（株）サンフレッセ 大阪府 (株）Shinmei Delica

千葉県 （株）川島屋 （株）いいなダイニング

全農パールライス（株） ダイワサミット(株）

東京都 （株）イクタツ 日本食糧卸（株）

(株）丸千 (株）寺本商店

（株）三ツ和 奈良県 （株）いわいベーカリー

ワコーライス(株） 中　国 岡山県 岡山ﾊﾟｰﾙﾗｲｽ(株）

(株)銀しゃり 広島県 (株）丸和

神奈川県 (株）ミツハシ 広島駅弁当（株）

(株）佐々木商店

(株)ジャンボリア 山口県 (株）丸久　デリカセンター

小田急食品(株) 四　国 高知県 高知県農業協同組合

東光食品（株） 福岡県 北九炊飯(株）

（株）そらちファーム 九　州 （株）のぼる

（有）宮渕商店 （株）マルキョウ

佐賀県 （株）ヨコヤマ

山梨県 （株）米福 (株）クッキングセンター佐賀

中　部 富山県 髙田食糧（株） 熊本県 （株）どんどんライス

富山県ライス栄研（株） 大分県 全農パールライス（株）大分支店

石川県 （株）米心石川 沖縄県 沖食スイハン（株）

福井県 （株）しゃり一 海　外 韓国 SAMSUNG WELSTORY（株）

長野県 （株）豊炊飯 中国 浙江五芳斎実業有限公司

2.賛助会員（２６社   順不同）

　(株）AIHO   平成ケミカル（株） エフピコインターパック（株）
　キユーピー醸造(株）  （株）プロシスタス （株）JAてんどうフーズ
　京豊エンジニアリング（株）  信和産業（株） （株）保健科学 西日本
　積水化成品工業（株） （株）サタケ 不二精機（株）
　(株）中西製作所　東日本ﾌｰﾄﾞｼｽﾃﾑ課 鈴茂器工（株）  タマノイ酢（株）
　(株）Mizkan （株）みすずコーポレーション 松任市農業協同組合
　朋和産業（株） 大塚食品（株） 住商フーズ（株）
　横井醸造工業（株） オーケー食品工業（株） 全国米穀販売事業共済（協組）
　東京冷化機工業（株） 大倉アグリ（株）
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表３ 食品衛生法　　法律：黒字　省令：茶字　省令の別表・項目：緑字　施行令：紺字　解説：青字
第五�十条　厚生労働大臣は、食品又は添加物の製造又は加工の過程において有毒な又は有害な物質が当
該食品又は添加物に混入することを防止するための措置に関し必要な基準を定めることができる。

○２�　営業者は、前項の規定により基準が定められたときは、これを遵守しなければならない。

第五�十条の二　厚生労働大臣は、営業の施設の衛生的な管理その他公衆衛生上必要な措置について、厚
生労働省令で、次に掲げる事項に関する基準を定めるものとする。

一　�施設の内外の清潔保持、ねずみ及び昆虫の駆除その他一般的な衛生管理に関すること。
　　省令　�第 66 条の２　（法第 50 条 2第１項第 1号で定める基準は別表第 17のとおり）
　　別表１７関連　　一般的な衛生管理に関する基準（14項目）
　　�１．食品衛生責任者の選任　２．施設の衛生管理　３．設備等の衛生管理　４．使用水等の管理　５．
ねずみ及び昆虫対策　６．廃棄物及び排水の取扱い　７．食品、添加物を取り扱うものの衛生管理��
８．検食の実施　９．情報の提供　１０．回収・廃棄　１１．運搬　１２．販売　13．教育訓練　
１４．その他

二　�食品衛生上の危害の発生を防止するために特に重要な工程を管理するための取組（小規模な営業者
その他の政令で定める営業者にあっては、その取り扱う食品の特性に応じた取組）　　に関するこ
と。　

　　省令　�第 66 条の２の 2項　（法第 50 条 2第１項第 2号で定める基準は別表第 18のとおり）
　　�別表１８関連　　HACCPに沿った衛生管理に関する基準（8項目）
　　�１．危害要因の分析　２．重要管理点の決定　３．管理基準の設定　４．モニタリング方法の設定　５．
改善措置の設定　６．検証方法の設定　７．記録の作成　８．小規模営業者等への弾力的運用

　　　�（（注）１～７が「HACCPに基づく」、８が「HACCPの考え方を取り入れた」の根拠となる）
　　�小規模な営業者　�（省令第 66条の４第２号）食品を製造し、加工し、貯蔵し、販売し、又は処理す

る営業を行う者のうち、食品の取扱いに従事する者の数が 50人未満である小規模
事業場を有する営業者。

　　　�（（注）従業員 1名は一日 8時間、週 5日、１ケ月の労働時間をいう（製造にかかわらない従業員
は含めない））

○２�　営業者は、前項の規定により定められた基準に従い、厚生労働省令で定めるところにより公衆衛
生上必要な措置を定め、これを遵守しなければならない。

　　�　省令　第 66 条の２の３項　（法第５０条２第２項の規定に基づく措置は以下の４項目とする）
　　１．�食品衛生上の危害の発生の防止のため施設の衛生管理及び食品の取扱い等に関する「計画」（衛生管理

計画）を作成し、周知徹底すること　
　　２．�施設設備、機械器具の構造及び材質並びに食品の製造、加工、調理運搬、貯蔵または販売の工程を考慮し、

これらの工程において公衆衛生上必要な措置を適切に行うための「手順書」を必要に応じ作成するこ
と

　　３　衛生管理の実施状況を記録し、保存すること
　　４．衛生管理計画及び手順書の効果を検証し、必要に応じてその内容を見直すこと
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Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ
た
衛
生
管
理
の
制
度
化
と
炊
飯
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
解
説

　
平
成
30
年
６
月
13
日
改
正
食
品
衛
生
法
が
公
布
さ
れ
、
こ
の
改
正
法
の
内
令
和

２
年
６
月
１
日
に
食
品
衛
生
法
第
50
条
に
か
か
わ
る
「
食
品
を
扱
う
全
事
業
者

が
実
施
す
べ
き
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ
た
衛
生
管
理
の
制
度
化
」
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
完
全
施
行
ま
で
に
は
更
に
１
年
間
の
猶
予
期
間
（
令
和
３
年
６
月
１
日
ま

で
）
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
炊
飯
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
よ
る
衛
生
管
理
計
画
を
、
食

品
衛
生
法
・
施
行
規
則
（
省
令
）
等
の
条
文
と
関
連
付
け
て
纏
め
て
み
ま
し
た
。

　

食
品
衛
生
法
第
50
条

で
は
第
一
項
に
国
の
、

第
二
項
に
営
業
者
の
責

務
が
書
か
れ
て
お
り
、

第
50
条
の
２
で
具
体
的

な
取
り
組
み
を
省
令
で

定
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

法
律
や
省
令
に
は
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
文
字
は
ど

こ
に
も
出
て
こ
な
い
の

で
、「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に

沿
っ
た
」、「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
に
基
づ
く
」、「
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
考
え
を
取
り

入
れ
た
」
の
３
つ
の
関

連
が
良
く
わ
か
ら
な
い

と
い
う
声
や
、
法
律
の

ど
の
部
分
が
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
な
の
？
と
い
う
声
が

多
く
聞
か
れ
ま
す
。

　
（
公
社
）
日
本
炊
飯

協
会
で
は
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

支
援
法
に
基
づ
き
平

成
11
年
か
ら
炊
飯
工
場

に
炊
飯
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の

導
入
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
今
回
の
食
品
衛
生

法
の
改
正
に
よ
り
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
支
援
法
と
合
わ

せ
て
、
我
々
は
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
に
取
り
組
む
も
の

と
な
り
ま
す
。

　

表
１
は
第
50
条
の
２

の
構
成
を
示
し
た
も
の

で
、
50
条
の
２
の
一
項

に１
「
一
般
的
衛
生
管
理

に
関
す
る
こ
と
」
※
1

と２
「
危
害
の
発
生
を
防

止
す
る
た
め
特
に
重
要

な
工
程
を
管
理
す
る
た

め
の
取
り
組
み
」
が
あ

り
、
こ
の
２
が
法
律
で

の
「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿

っ
た
衛
生
管
理
」
※
２

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
２
の
中
で
は
大

規
模
事
業
者
が
取
り
組

む
「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
基

づ
く
衛
生
管
理
」
と

小
規
模
事
業
者
が
食
品

の
特
性
の
特
性
に
応
じ

て
弾
力
的
に
取
り
組
む

「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
考
え

を
取
り
入
れ
た
衛
生
管

理
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
50
条
の
２
第
２
項

及
び
省
令
第
66
条
の
２

第
３
項
第
４
号
で
定
め

た
基
準
を
実
行
す
る
う

え
で
必
要
な
措
置
と
し

て
、
い
わ
ゆ
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
を
回
す
よ
う

定
め
て
い
ま
す
。
※
３

　

ま
た
、
保
健
所
等
が

監
視
、
指
導
す
る
際
の

指
針
で
は
こ
れ
ら
を
総

称
し
て
「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

に
沿
っ
た
衛
生
管
理
」

と
言
う
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

炊
飯
協
会
が
こ
れ
ま

で
指
導
し
て
き
た
表
２

『
炊
飯
製
品
の
衛
生
管

理
計
画
「
衛
生
管
理
の

見
え
る
化
」』
は
食
品

衛
生
法
第
50
条
の
２
に

沿
っ
た
形
で
構
成
さ
れ

て
い
る
の
で
、
今
後
も

こ
れ
に
沿
っ
て
文
書
類

の
管
理
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

表
3
に
は
改
正
食
品

衛
生
法
第
50
条
、
第
50

条
の
2
（
法
は
、
黒
字
）

と
そ
れ
に
か
か
わ
る
省

令
（
施
行
規
則
）（
茶
字
）

（
別
表
・
項
目
は
緑
字
）

あ
る
い
は
施
行
令
（
紺

字
）
書
き
だ
し
て
置
い

た
の
で
、
表
1
、
表
2

と
合
わ
せ
て
読
み
比
べ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

（指針では下記を総称して）HACCPに沿った衛生管理
　　　　　　　　　　　　（法50条の2）

表 1
「衛生管理の見える化」

炊飯製品HACCP 米飯加工品HACCP

表 2

開催日時：令和2年 10月 22日（木）・10月 23日（金）
　詳細は日本炊飯協会ホームページをご覧ください。
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